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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 26年８月７日に公表いたしました平成 27年３月期の第２四半期（累計）

及び通期の連結業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

平成 27年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 26年４月 1日～平成 26年９月 30日） 

（単位：百万円、％） 

 
営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,750 △140 △150 △160 
円 銭 

△14.61 

今回修正予想（Ｂ） 3,077 △571 △586 △420 △38.40 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 327 △431 △436 △260 △23.79 

増 減 率  （％） 11.9 ― ― ― ― 

（注）当社は、当期より連結財務諸表を作成しているため、前期連結実績は記載しておりません。 

 

 

平成 27年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 
営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 6,400 100 80 45 
円 銭 

4.11        

今回修正予想（Ｂ） 6,675 △891 △920 △672 △61.40 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 275 △991 △1,000 △717 △65.51 

増 減 率  （％） 4.3 ― ― ― ― 

（注）当社は、当期より連結財務諸表を作成しているため、前期連結実績は記載しておりません。 
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修正の理由 

 

 1. 第２四半期累計期間 

  (1) 営業収入が増収となったのは、当連結期間中に集中的に開設したサービス付き高齢者向け住宅（サ

付き住宅）の入居が比較的順調に進捗したことが主因であります。 

  (2) 営業利益、経常利益及び当期純利益が大幅減益となり、予想を上回る損失を計上したのは、以下の

要因が重なったことによるものであります。 

   ① サ付き住宅及び併設通所介護施設の新規開設に伴う初期投資コストが予想を上回ったこと。 

   ② 事業初期の前期に開設した施設を中心に、運営ノウハウの蓄積の段階において、人件費及び物件

費のコスト管理が十全でなかったため発生した過剰コストの節減、合理化が遅れ、当連結期間の収

益を圧迫したこと。 

   ③ 通所介護事業の利用者減少による不調の立て直しを中心に、事業全体の活力再建に必要な多大の 

    費用を投入したこと。 

④ 各種新規事業の開発に係る要員投入も含めて、販管費が膨張したこと。 

   ⑤ 子会社が運営するフード事業の初期赤字が、連結ベースの損失を加重したこと。 

 

 2. 通期 

  (1) 上記第２四半期における損失発生要因は、いずれも着実に縮小の過程をたどっており、かつ事業立 

て直しの成果は当連結事業年度中に顕在化すると見込んでおります。その過程において、第３四半期 

及び第４四半期の損失額は漸次縮小いたしますが、第２四半期の累計期間の損失幅が大きかったため、 

通期では上記の損失となる見込みであります。 

  (2) 今期の事業立て直しの企業努力及び先行投資は、次期以降の増収増益に確実に反映される見込みで 

あります。 

 

  ※上記予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づいて算定しており、潜在的なリスク 

   や不確実性を含んでおります。実際の業績は、様々な要因により上記予想と異なる結果となる可能性 

があります。 

 

以 上 

  

 
  


